
今号の主な内容
2／岡山県総合社会福祉大会
3／全国老人クラブ大会
4／岡山県老人福祉大学終了
　　高齢者地域リーダー研修会
5／県下各クラブの活動紹介
6／会員のひろば
8／折り紙作品募集結果
　　行事予定

総社市 鬼ノ城　写真提供：岡山県観光連盟

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第26号

おかやま県老連だより
（通巻95号）
令和4年1月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
長
い
闘
い
は
、
ま
も
な

く
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
岡
山
県
に
は
、

新
規
感
染
者
数
の
急
激
な
増
加

や
医
療
提
供
体
制
の
ひ
っ
迫
な

ど
に
よ
り
３
度
に
わ
た
り
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
で
は
、
医
療
機
関
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
下
、
検
査
体

制
の
強
化
、
療
養
体
制
の
確
保
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
な
ど

県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
対

策
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
、
県
民

の
皆
さ
ま
へ
休
業
や
外
出
自
粛

な
ど
の
要
請
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
、
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
新
た
な
県
政
推

進
の
羅
針
盤
「
第
３
次
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
や
防
災
対
策
の
強

化
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
問
題
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
な

ど
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
プ
ラ
ン
の
「
生
き

が
い
・
元
気
づ
く
り
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
は
「
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
活

動
の
促
進
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
新
た
な
担
い

手
と
し
て
、
元
気
な
高
齢
者
の

方
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
高
齢

者
と
若
い
世
代
間
の
交
流
や
、

相
互
支
援
の
活
動
、
生
活
支
援

等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
は
、
こ
れ

か
ら
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
の
た
め
に
は
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
今
後
も

地
域
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
お
元
気
で
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
月
に
は
、
北
京
２
０
２
２

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
東
京
２
０
２
０
大
会
に

続
き
、
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
の

活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

活
力
と
希
望
に
満
ち
た
明
る
い

１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
県
民

の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
県

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
、
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
も
落
ち
着
き
、
私
達
の
ク

ラ
ブ
活
動
が
取
り
戻
せ
る
年
で

あ
り
た
い
と
祈
っ
て
の
年
明
け

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
も
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
の
変
化
が

予
測
さ
れ
、
私
達
の
「
暮
ら
し
」

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
も
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
で
の
活
動
、
試
行
を
模
索

す
る
年
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
迄
の

度
重
な
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
発
令
、
解
除
の
繰
り
返
し
に

よ
り
、
私
達
の
「
暮
ら
し
」「
ク

ラ
ブ
活
動
」「
地
域
活
動
」
が

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

「
暮
ら
し
」
で
は
外
出
を
断
た

れ
行
き
場
を
失
っ
た
「
高
齢
者

の
健
康
問
題
」、「
ク
ラ
ブ
活
動
」

で
は
活
動
が
停
滞
し
て
生
じ
た

「
会
員
数
の
減
少
」、そ
し
て
「
地

域
活
動
」
で
は
地
域
で
の
協
調

不
可
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
の

停
滞
」、
こ
の
大
き
な
三
つ
の

課
題
を
今
、
抱
え
て
い
ま
す
が
、

こ
の
三
つ
の
課
題
に
は
共
通
の

原
因
が
有
り
ま
す
。
そ
れ
は
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た 

“
人

と
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
”
の
不

足
と
欠
如
で
す
。
従
っ
て
こ
れ

か
ら
の
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
は
常

に
頭
に 

“
人
と
社
会
と
の
ふ
れ

あ
い
”
を
描
い
て
お
く
事
が
肝

要
だ
と
い
う
事
で
す
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
様

に
推
進
し
て
行
っ
た
ら
良
い
の

か
一
考
で
す
が
・
・
・「
高
齢

者
の
健
康
問
題
」
で
は
“
新
し

い
生
活
様
式
”
を
前
提
に
出
来

る
だ
け
外
に
出
て
、
人
と
社
会

と
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
る
様
な 

“
集
ま
り
の
機
会
、
場
づ
く
り
”

と
健
康
回
復
の
為
の
フ
レ
イ
ル

予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
「
会
員
数
の
減
少
」
で
は

積
極
的
に
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
活

動
、
研
修
、
講
習
を
推
進
し
て

会
員
同
志
の
会
話
、
交
流
が
よ

り
増
え
て
、
活
発
と
な
り
活
性

化
、
魅
力
化
に
つ
な
が
る
策
、

方
針
を
考
え
る
。
そ
し
て
「
地

域
づ
く
り
の
停
滞
」
で
は
先
ず

自
治
会
を
中
心
と
し
た 

“
ふ
れ

あ
い
の
場
づ
く
り
”
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
地
域
の
行
事
、
話

し
合
い
の
場
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン 

“
の
ば
そ
う
！
健

康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
”
の
も
と
、
①
仲
間
づ
く

り
②
元
気
高
齢
者
③
支
え
合
い

活
動
④
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
重
点
実
施
事
項
と
し
て
、
本

年
も
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
最
後
に
皆
様
の
ご
健
康

と
コ
ロ
ナ
感
染
の
早
期
終
息
を

祈
っ
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

公益財団法人岡山県老人クラブ連合会
� 会長　吉田 建太郎

ウイズコロナで
クラブ活動の推進を！

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす
「生き活き岡山」を目指して

1　2022年（令和 4 年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



岡
山
県

保
健
福
祉
部
長
表
彰

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

特
別
功
労
者 

78
名

玉
　
野
　
市	

義
若　

成
生

	

井
上　

洋
平

	

森　
　

寛
治

	

松
永　

保
弘

	

松
浦　

早
次　

備
　
前
　
市	

松
本　

和
好

瀬
戸
内
市	

小
橋　

一
雄

	

松
本　

浩
司

赤
　
磐
　
市	

花
谷　

雄
二
郎

和
　
気
　
町	

早
瀬　

義
光

	

藤
原　

栄
二

	

久
保　

勝
彦

	

藤
原　

正
己

吉
備
中
央
町	

小
林　

善
吾

倉
　
敷
　
市	

狩
屋　

武
夫

	

石
井　
　

茂

	

中
西　

士
郎

	

中
村　

繁
章

	
古
市　

弘
毅

	
増
成　

敏
勝

	

尾
崎　

浩
子

	

鈴
木　

正
造

	

柳
谷　

正
一

	

井
手　

昭
雄

	

佐
藤　

英
雄

	

信
里　

博
司

	

森
分　
　

剛

	

中
村　

一
郎

	

坂
本　

修
一

	

前
田　

光
男

	

田
村　

博
司

笠
　
岡
　
市	

田
中　

富
夫

	

土
谷　
　

昇

	

仁
科　

智
之

	

笠
原　

俊
治

	

松
浦　

稔
侑

	

小
林　

節
雄

総
　
社
　
市	

吉
田　
　

晋

	

池
上　

清
太
郎

	

藤
井　
　

勲

	

唐
川　

泰
五
郎

	

高
上　

忠
義

高
　
梁
　
市	

小
坂　

忠
司

	

石
原　

新
紀

新
　
見
　
市	

山
下　

一
夫

	

山
口　
　

暉

	

池
田　

改
助

	

谷
村　

啓
治

	

重
広　

勝
之

浅
　
口
　
市	

花
田　

幹
夫

	

宗
田　

芳
次

	

瀬
良　

靜
香

里
　
庄
　
町	

磯
田　

九
哉　

	

中
川　

誠
之

矢
　
掛
　
町	

笹
井　

隆
一

津
　
山
　
市	

安
藤　

恒
男

	

菅
原　

敦
之

	

流
郷　

八
住
長

真
　
庭
　
市	

間
久
保　

靖
子

	

武
村　
　

浩

	

増
田　

正
實

	

阿
部　

輝
男

	

植
田　
　

浩

	

横
山　

素
雄

美
　
作
　
市	

髙
田　

好
己

	

渡
邉　

幾
郎

	

車
田　

長
生

	

吉
岡　

繁
美

	

小
林　
　

厚

	

正
子　

初
美

新
　
庄
　
村	

平
野　

壽
一

鏡
　
野
　
町	

丸
下　
　

力

勝
　
央
　
町	
定
森　

浩
二

奈
　
義
　
町	
岸
本　

保
正

美
　
咲
　
町	
遠
藤　

康
夫

	

安
藤　
　

哲
	

前
田　
　

浩
	

池
上　

公
勝

一
般
功
労
者 

33
名

瀬
戸
内
市	

竹
下　

義
久

	

織
田　

満
里
子

倉
　
敷
　
市	

大
島　
　

巧

	

重
松　

清
司

	

大
橋　

嘉
嗣　
　

	

久
保　

豊
子

	

岡
本　

貞
子

	

古
屋
野　

泉

	

武
田　

妙
子

	

山
本　

優
子

	

片
山　

剛
志

	

奥
村　

壽
美
子

高
　
梁
　
市	

難
波　

康
親

新
　
見
　
市	

沖
田　

正
平

	

三
上　
　

剛

	

大
月　

光
基
枝

	

中
上　

信
治

	

天
川　

敏
之

	

安
達　

陽
子

浅
　
口
　
市	

下
原　

甚
祐

	

尾
崎　

慧
子

里
　
庄
　
町	

大
山　

眞
美
子

津
　
山
　
市	

今
井　

貴
世
美

真
　
庭
　
市	

村
山　

茂
子

	

締
次　

直
代

	

鈴
木　

正
之

美
　
作
　
市	

赤
堀　

智
子

	

鳥
元　
　

均

	

須
田　

喜
美
子

鏡
　
野
　
町	

福
井　

通
昭

	

小
椋　

親
信

勝
　
央
　
町	

青
井　

恭
子

美
　
咲
　
町	

松
岡　

政
子

優
良
老
人
ク
ラ
ブ 

17
団
体

玉
　
野
　
市

　

見
石
ク
ラ
ブ

瀬
戸
内
市

　

八
日
市
八
千
代
会

　

箕
輪
長
生
会

　

紺
浦
千
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

笠
　
岡
　
市

　

砂
・
矢
部
福
寿
ク
ラ
ブ

　

御
嶽
ク
ラ
ブ

浅
　
口
　
市

　

中
谷
老
人
会

　

柏
部
寿
考
会

津
　
山
　
市

　

安
井
さ
く
ら
会

　

寿
ク
ラ
ブ

　

久
米
福
寿
会

真
　
庭
　
市

　

豊
栄
会

美
　
作
　
市

　

小
ノ
谷
老
友
会

　

向
原
長
寿
会

　

蓮
花
寺
老
人
会

　

寿
ク
ラ
ブ
上
相
老
人
ク
ラ
ブ

奈
　
義
　
町

　

広
岡
長
寿
ク
ラ
ブ

老
人
福
祉
功
労

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）
８
人

倉
　
敷
　
市	

飯
田　

龍
彦

	

亀
山　

泰
美

	

下
畠　

重
春

新
　
見
　
市	

藤
井　

卓
巳

	

宮
島　

速
男

津
　
山
　
市	

佐
々
木　

由
恵

	

堀
田　

貞
信

鏡
　
野
　
町	

藤
本　

信
男

老
人
福
祉
功
労

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
５
団
体

岡
山
市
北
区

　

中
撫
川
東
地
区
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

岡
山
市
東
区

　

万
富
和
風
会

倉
　
敷
　
市

　

亀
山
東
老
人
ク
ラ
ブ

新
　
見
　
市

　

城
谷
老
人
ク
ラ
ブ

真
　
庭
　
市

　

清
風
会

老
人
福
祉
功
労

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）
21
人

岡
山
市
北
区	

田
中　

小
夜
子

	

藤
井　

タ
カ
子

岡
山
市
南
区	

西
山　

謙
二
郎　

岡
山
市
東
区	

秀
川　

直
利

岡
山
市
中
区	

前
坂　
　

格

倉
　
敷
　
市	

植
田　

洋
子

	

白
神　

三
千
子

	

山
下　

成
久

	

湯
浅　

洋
子

備
　
前
　
市	

奥
坂　

英
世

	

森
下　

知
代
子

	

吉
形　

兼
太
郎

吉
備
中
央
町	

成
本　
　

勇

新
　
見
　
市	

坂
本　

滋
夫

	

谷
口　

和
三
郎

	

藤
井　

佐
代
子

	

細
川　
　

積

	

松
田　
　

賢

矢
　
掛
　
町	

坪
井　

正
男

真
　
庭
　
市	

長
田　

正
之

美
　
咲
　
町	

延
原　

愛
子

老
人
福
祉
功
労

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
８
団
体

岡
山
市
北
区

　

香
橋
サ
ロ
ン

　

平
野
松
陽
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

岡
山
市
東
区

　

上
道
北
方
春
秋
会

岡
山
市
南
区

　

福
田
助
友
会

倉
　
敷
　
市

　

大
舟
尾
絆
の
会

　

五
東
福
寿
ク
ラ
ブ

　

堀
貫
一
樹
会

新
　
見
　
市

　

福
本
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会

　

本
年
度
の
岡
山
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
は
、
令
和
３
年
10
月

８
日
（
金
）
に
岡
山
市
民
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、こ
の
大
会
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
の
皆
様
の

表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
会
の
中
止
に
伴
い
表
彰
式
も

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
関

係
で
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
個
人
、
団
体
の
皆
様
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
老

連
で
は
、受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
、

表
彰
状
と
記
念
品
並
び
に
大
会

冊
子
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
推
進
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

公
益
財
団
法
人

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

�

会
長　

吉
田　

建
太
郎

　

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
長
年
に
わ
た
り
老
人
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た

ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

本
年
度
の
岡
山
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
大
変
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
展
す
る
な
か
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
も
、
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
が
互
い
に
支
え
合
い
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
元
気
に
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

会
員
一
同
と
も
に
力
を
合
わ

せ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進

に
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
３
年
度

岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

　
　
　 （
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
）
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本
年
度
は
、
令
和
３
年
11
月

17
日
（
水
）、
香
川
県
高
松
市

に
お
い
て
主
催
者
、
活
動
発
表

者
な
ど
関
係
者
の
み
と
し
、
無

観
客
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
隣

県
で
の
開
催
で
あ
り
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
か

ら
参
加
者
を
招
集
し
開
催
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

後
日
、
大
会
全
体
を
収
録
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
県
老
連
に
配
布
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

本
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の

表
彰
は
、次
の
と
お
り
で
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
の
御
活
躍
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
上
老
人
ク
ラ
ブ

　（
真
庭
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

本
会
は
、
岡
山
県
北
部
に
位

置
す
る
真
庭
市
富
原
地
内
の
上か
み

地
区
で
結
成
し
て
い
ま
す
。

　

富
原
は
、
農
作
物
の
栽
培
を

し
た
り
、
薪
や
炭
を
生
活
に
利

用
し
て
い
た
り
と
、
自
然
環
境

に
寄
り
添
っ
た
方
が
多
い
地
域

で
、
古
く
か
ら
お
茶
栽
培
が
行

わ
れ
て
お
り
、
真
庭
市
の
お
茶

の
産
地
で
す
。
三
世
代
交
流
や

伝
統
の
地
域
行
事
も
盛
ん
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
担
う
役
割
も
あ

り
、
会
員
も
積
極
的
に
携
わ
り

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
昭
和
39
年
の
設
立

当
初
よ
り
、
環
境
美
化
を
重
点

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
Ｊ

Ｒ
駅
舎
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
、
小
学
校
等
の
清

掃
や
除
草
作
業
を
地
区
連
合
会

内
の
単
位
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
継
続
し

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
部
会
員
の
結
束

力
が
強
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
集
い
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
行

い
親
睦
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
安
心
し
て
集
え
な
い

状
況
で
す
が
、
会
員
相
互
の
友

愛
を
大
切
に
、
長
年
に
わ
た
り

継
続
し
て
き
た
環
境
美
化
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
川
上
　
啓
介

　（
前
倉
敷
市
老
連
理
事
、

�

水
島
親
友
会
ク
ラ
ブ
会
長
）

　

こ
の
度
、
市
老
連
を
始
め
県

老
連
の
は
か
ら
い
に
よ
り
、
は

か
ら
ず
も
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
を
賜
り
、
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
の

受
賞
は
私
個
人
の
受
賞
で
は
な

く
、
会
員
の
皆
様
の
日
頃
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
親
友
会
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
会
長
に
、
ま
た
平
成

22
年
に
は
市
老
連
理
事
に
就
任

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

会
の
結
成
以
来
、
花
見
、
旅
行

等
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
施
設

を
訪
問
し
入
所
者
に
大
変
喜
ば

れ
、
ま
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
等

に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図

り
、
地
域
の
子
供
達
と
の
世
代

間
交
流
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
通
じ
健
康
維
持
に
も
努

め
、
他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
等

に
よ
り
地
域
の
絆
や
活
性
化
に

も
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り

な
ど
、
会
員
の
自
主
的
な
協
力

に
よ
り
地
域
の
安
全
・
安
心
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
生
か
し
、
市
老
連
事

業
の
各
種
行
事
に
積
極
的
に
参

画
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
の

中
、
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い

つ
つ
、
更
に
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
会
員
の

親
睦
に
努
め
、
ま
た
地
域
の
担

い
手
と
し
て
明
る
く
よ
り
良
い

町
づ
く
り
に
精
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
太
田
　
聖
眼

　（
前
岡
山
県
老
連
理
事
、

�

前
高
梁
市
老
連
会
長
）

　

80
歳
も
過
ぎ
、
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
て
久
し
く
た

ち
ま
し
た
。
物
忘
れ
が
激
し
く

な
り
、
度
々
探
し
物
に
時
間
を

取
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
ま
た
思
考
を
ま
と

め
た
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

次
第
に
出
来
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

元
々
こ
の
様
な
こ
と
を
す
る

の
は
苦
手
で
あ
り
、
そ
の
上
に

拍
車
が
か
か
っ
た
の
だ
か
ら
ど

う
し
よ
う
も
な
い
、
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
う
ち
に
、
そ
れ
よ

り
な
り
よ
り
も
自
分
自
身
が
恥

を
か
か
な
い
う
ち
に
、
沢
山
は

な
い
役
職
で
す
が
す
べ
て
退
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
発
足
以

来
何
ら
か
の
か
た
ち
で
参
加

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
不

愉
快
な
思
い
も
多
々
さ
せ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は

「
ホ
ッ
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。　

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動
の
益
々
の
充
実
と
発
展

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

◆「
育
成
功
労
表
彰
」

　
　

太
田　

聖
眼
（
前
岡
山
県
老
連
理
事
）

　
　

川
上　

啓
介
（
前
倉
敷
市
老
連
理
事
） 

◆「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
　

上
老
人
ク
ラ
ブ
（
真
庭
市
上
地
区
）

◆「
永
年
勤
続
表
彰
」

　
　

影
山　

照
義
（
美
咲
町
老
連
事
務
局
長
）

全老連会長表彰

第50回

　

本
年
度
は
、
次
の
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
「
活
動
賞
」
は
、
多
様

な
活
動
の
中
で
、
特
に
他
の
範

と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
単

位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し

贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
仲
間
づ
く
り
活
動
】

　

浅
口
市

　

八
重
老
人
ク
ラ
ブ
山
冨
貴
会

【
健
康
づ
く
り
活
動
】

　

備
前
市

　

東
鶴
山
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
寿
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　

赤
磐
市

　

桜
イ
キ
イ
キ
ク
ラ
ブ

【
そ
の
他
の
活
動（
世
代
間
交
流

�

活
動
、
伝
承
活
動
）】

　

鏡
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
３
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
賞
受
賞
団
体
決
定
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令
和
３
年
度
（
第
46
次
）
岡

山
県
老
人
福
祉
大
学
が
、
12
月

20
日（
月
）の
津
山
会
場
を
も
っ

て
す
べ
て
の
日
程
を
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
講
師
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
ま
た

受
講
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
受
講
者
は
７
２
３

名
で
、
修
了
者
は
６
２
２
名
、

う
ち
奨
励
賞
は
67
名
、
栄
誉
賞

は
23
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
９
月
の
講
義
を

12
月
に
延
期
し
て
、
10
月
か
ら

12
月
か
け
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
本
年
度
は
、
岡
山

市
老
連
と
の
共
催
を
取
り
止
め

て
初
め
て
の
老
人
福
祉
大
学
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
と
し
て
、

マ
ス
ク
の
着
用
、手
指
の
消
毒
、

体
温
測
定
な
ど
、
参
加
者
の
皆

様
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
度
の
講
義
は
、
堀
部
先

生
の
医
療
・
介
護
の
お
話
か
ら

始
ま
り
、
吉
井
先
生
の
ピ
ア
ノ

演
奏
と
歌
、
そ
し
て
井
上
先
生

の
雑
学
で
締
め
く
く
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
講
師
に
つ
い
て

は
、
記
載
の
先
生
方
を
お
招
き

す
る
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の

方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
の
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
本

年
度
は
、
例
年
と
同
様
、
岡

山
、
倉
敷
、
津
山
、
高
梁
、
美

作
の
５
会
場
で
、
６
月
か
ら
１

か
月
ご
と
10
月
ま
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
６
月
を
11
月
に
、
８
月
、

９
月
を
12
月
に
変
更
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

２
２
４
名
（
内
女
性
56
名
）
で

し
た
。

　

開
会
後
、
県
老
連
の
正
・
副

会
長
が
会
場
毎
に
分
担
し
て

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

い
て
」
説
明
、
続
い
て
参
加
者

全
員
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
の
古
川
美
保
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
若
さ
を
保

つ
い
い
話
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
軽
体

操
の
す
す
め
」
と
し
て
全
身
の

血
行
を
良
く
す
る
７
つ
の
動
作

な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
全
員
、
実
際
に

体
を
動
か
し
て
体
験
し
ま
し

た
。

　

午
後
は
、各
班
に
分
か
れ
て
、

「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
～
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き

る
活
動
に
つ
い
て
～
」
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
班
の
代
表
か
ら
討
議
結

果
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
全

員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

研 

修 

内 

容

①
講
義

　

�「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
」

�

県
老
連　

正
・
副
会
長

②
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

③
講
義

　
「
若
さ
を
保
つ
い
い
話
」

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー�

�

古
川
美
保
先
生

④
グ
ル
ー
プ
討
議

　

�「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
つ
い
て
」
～
コ
ロ
ナ
禍

で
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
～

⑤
ま
と
め

　

�

グ
ル
ー
プ
報
告
・
質
疑
応
答
・

意
見
交
換

開
催
期
日
・
場
所
・
参
加
者（
内
女
性
）

◎
津
山
会
場

　

７
月
29
日
（
木
）

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

　

57
名
（
12
名
）

◎
倉
敷
会
場

　

10
月
26
日
（
火
）

　

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

　

55
名
（
14
名
）

◎
岡
山
会
場

　

11
月
４
日
（
木
）

�

（
６
月
21
日
（
月
）
を
変
更
）

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

46
名
（
11
名
）

◎
高
梁
会
場

　

12
月
６
日
（
月
）

�

（
８
月
26
日
（
木
）
を
変
更
）

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

　

29
名
（
６
名
）

◎
美
作
会
場

　

12
月
13
日
（
月
）

�

（
９
月
22
日
（
水
） 

を
変
更
）

　

湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

37
名
（
13
名
）

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学 

終
了

◆
雑　
　
　
学

　
濱
家
　
輝
雄
　
先
生
（
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
副
学
長
補
佐
）

◆
健
康
づ
く
り

　

市
川
　
和
子
　
先
生
（
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
栄
養
士
会
医
療
事
業
部
長
）

◆
伝
承
民
謡

　

住
宅
　
正
人
　
先
生
（
桃
太
郎
の
か
ら
く
り
博
物
館
館
長
）

高齢者地域リーダー研修会 終了令和3年度

10月11月12月
　
　

  

健
康
づ
く
り

「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

　

暮
ら
す
た
め
の
医
療
・
介
護
の
雑
学
」

　
岡
山
県
薬
剤
師
会
顧
問
（
前
会
長
）

�

堀
部
　
徹
　
先
生

　
　

  

音
楽
と
健
康

「
飲
み
込
む
力
を
ア
ッ
プ
し
て
誤
嚥
性

肺
炎
を
予
防
し
よ
う
！
」

　

～
家
庭
で
で
き
る

�

健
康
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

�

（
岡
山
会
場
）

「
歌
っ
て
笑
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
！
」

　

～
家
庭
で
で
き
る

�

健
康
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

�

（
倉
敷
・
津
山
・
高
梁
会
場
）

�

音
楽
家
　
吉
井
　
江
里
　
先
生

　
　

  

老
後
の
雑
学

「
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
い
た
い
」

�

～
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
乾
杯
～

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

�

井
上
　
い
つ
の
り
　
先
生

令
和
４
年
度
講
師
予
定

講  

義  

内  

容

令
和
３
年
度
（
第
46
次
）
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と ぴ っ く す

カフェで、折り紙でパズルを作りました。
介護予防で教わったことをみんなで！

草刈作業中

災害時避難所体験　テント、パーテーション、ベッド設置

高梁市

高梁市 成羽地域老人クラブ 会長　前原 康裕　

元気で長生きを目指す成羽地域老人クラブ！

　成羽地域老人クラブの中の鶴鳴東
長寿クラブの活動を紹介します。
　60歳から現役ご長寿103歳まで
の129人、男性52名・女性77名で
活動しています。
　鶴鳴東長寿クラブでは、まちづく
り美化運動の一環として通学路の草
刈りをしています。また、地区内に
あるバス停の花壇に花の植え付けを
し、その手入れと管理を実施してい
ます。
　更に安心・安全なまちづくりとし
て、毎日の児童の登下校時の見守り
と、独居老人の暮らしの状況を日々

役員が確認し声掛けを行っていま
す。役員や会員が地域の見守り活動
に積極的に取り組んでいます。
　毎年の恒例行事として親睦旅行や
新年互例会は会員が唯一楽しみにし
ている事業で、毎回多くの参加者が
有ります。ふれあいカフェでは輪投
げや手話講習・折り紙など内容を工
夫しながら会員が気軽に参加し楽し
んでもらえる場となっています。
　一年を通じて会員相互の交流・親
睦と気力・体力向上で元気で長生き
を目指し、今出来ることを頑張りす
ぎず頑張っている長寿クラブです。

和気町

和気町老人クラブ連合会 坂本老人クラブ 会長　早瀬 義光　

グラウンド・ゴルフでサクセスフル・エイジング

　私たちが住んでいる藤野地区は、岡山県東南
部に位置する和気町の中心部にあって和気ニコニ
コ園及び小学校があります。近くには有名な和気
清麻呂公像が建つ藤公園があり、特に４月から５
月には藤祭りが開催され全国から大勢の観光客
が訪れます。
　私たちの老人クラブはサクセスフル・エイジン
グ（毎日元気に健康に暮らすこと）をモットーに年
次及び毎月の計画を立て実行しています。令和２
年からの新型コロナウイルス感染禍のなか、従来
からの行事は中止又は延期してきました。不要不
急の外出を控え家内で自粛ばかりしていると、高
齢者にはフレイルが進みます。
　そこで役員会で今できることを何かやろうとい
う声が上がり、取り組んだのが週１回のサロン活
動と週３回のグラウンド・ゴルフです。サロン活
動は女性が主ですが月２回、場所は「いこいの家」
で「よっこらどっこいしょ体操」をし、食事を作り、
楽しく会食しています。特に独居高齢者は楽しみ
にしているし、喜んで頂いています。少しでも地
域の支援になればと皆さん頑張っています。

　もう一つは令和２年１月26日、専門の県及び
町職員による防災研修会を開催しました。参加
者はクラブ員の他、区民、消防団員でした。豪雨
災害の発生状況、警戒レベルと避難行動、ハザー
ドマップの活用、平常時の備え、災害時の避難
支援者の割り当て等について講義がありました。
それから何か楽しむことをやろうと取り上げたの
がグラウンド・ゴルフです。週３回（火、木、土）の
グラウンド・ゴルフは「藤野フレンズ」というチー
ム名にし、今年で２年目です。常連は15人です
が、うち２人は他のクラブでの経験があり上手で
すが、他は同レベルです。毎月大会を開催し上位
に入賞するのが楽しみです。
　クラブ員の皆さんは、グラウンド・ゴルフをし
ている時が一番楽しいと言われます。食事は美
味しく食欲もすすみ、熟眠ができだしたと大変喜
んでいる姿を見て、グラウンド・ゴルフをして良
かったと思っています。
　その他にも従来からやっていた和気神社の春
祭り奉賛事業、御大師堂及び大内宮の掃除や祭
り行事に参加しています。

西粟倉村

西粟倉村老人クラブ連合会 会長　金子　稔　
次世代につなぐ老人クラブの役割

　昨年は、思いがけなく全国老人クラブ連合

会会長表彰という立派な賞を頂いた事に感謝

申し上げます。西粟倉村は、県最北東端に位

置し約95％が山林に囲まれている小さな村

です。人口は約1,400人程度で、合併もしな

いで頑張っています。ＩターンやＵターン者が

あるものの年々減少傾向です。65歳以上の

医療制度は、どこよりも早く取り組んでおり

特に健康診断等は充実しています。良い例が

今回の高齢者ワクチン接種で、ほぼ100％に

近く村内全地区に行きわたっています。

　全国一斉の「社会奉仕の日」の頃にあわせて

環境美化活動に全単位クラブで取り組んで

います。しかし、コロナウイルスの関係で今

までのように気楽に集まる状況でありません

が、感染予防対策等に気を付けて、地区のゴ

ミステーションや公民館内外の清掃・草取り・

花植え等で、会員相互の親睦と交流・仲間づ

くりにとつながっています。
　４年間取り組んだ次世代育成支援事業（県

老連の地域の元気づくり事業）では、昨年ま

では幼稚園と一緒に椎茸の植菌体験でした

が、今回は西条柿を使って何かをしたいとい

う思いから、保存食でもある吊るし柿と合わ

せ柿を作る事にしました。園児は、ケガのな

いように注意しながら柿をむき紐に吊るす作

業をしました。初めての体験でしたので興味

津々で楽しそうに吊るし柿作りに挑戦してい

ました。その後は、大人だけで合わせ柿の準

備をし、ドライアイスを入れたビニール袋に

柿を入れ密封して約１週間前後で出来上がり

です。会員の協力で一連の作業を無事に完了

することが出来ました。幼稚園児からは、今

回もたくさんの元気をもらいました。

　また、毎年恒例になっている老連杯ゲート

ボール大会、グラウンド・ゴルフ大会、囲碁

ボール大会は、健康維持等に大いに役立っ

ています。
　地区々のサロン会では、今年はコロナ禍の

中で活動している地区と休止している地区と

様々です。また、各地区の役員が会員募集の

声掛けを活発にやって下さっているお陰で、

少しづつではありますが結果が出ています。

老人クラブに入って良かった、楽しいという

思いが会員の心に定着すれば何よりだと思っ

ています。

5　2022年（令和 4 年）1月



会員の

ひ ろ ば

岡山県老人クラブ連合会では令和４年８月に発行する「晴ればれシニ
ア岡山第27号」に掲載する皆様の作品を次の通り募集いたします。

　●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400 字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合
は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】	〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１きらめきプラザ内
	 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山 作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和４年６月30日（木）

絵手紙

　

投
稿
文

�「
老
人
会
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」　

　

倉
敷
市
中
島
永
楽
会

　

西
老
人
ク
ラ
ブ

�

山
本　

喜
久
恵

　

91
歳
の
私
は
、
今
も
老
人
会

に
籍
が
有
る
の
だ
け
ど
、
長
ら

く
出
席
し
て
い
な
い
。
本
当
は

行
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
そ
の
勇

気
が
な
い
。

　

も
う
４
年
程
前
の
地
区
の
敬

老
会
に
参
加
し
て
い
て
、
気
分

が
お
か
し
く
な
っ
た
の
で
、
役

員
の
方
に
薬
を
飲
む
の
で
お
水

を
下
さ
い
と
言
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
看
護
師
さ
ん
に
連
絡
し
て
下

さ
っ
た
。
血
圧
が
普
段
よ
り
少

し
高
め
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に

家
に
迎
え
の
連
絡
を
し
て
頂
い

て
帰
っ
た
。
お
か
げ
で
病
院
に

行
く
程
の
こ
と
も
な
く
す
ぐ
良

く
な
っ
た
。
で
も
、
そ
れ
以
後

老
人
会
の
行
事
に
参
加
出
来
な

く
な
っ
た
。

　

ま
た
迷
惑
を
か
け
た
ら
と
云

う
思
い
が
先
立
っ
て
し
ま
う
の

で
。

　

今
は
週
二
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
。
要
支
援

２
で
足
が
痛
く
て
も
杖
を
つ

い
て
い
る
わ
け
で
も
、
押
し
車

を
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、
顔
し
か
め
乍
ら
で
も
頑

張
っ
て
そ
ろ
り
と
何
と
か
自
分

の
足
で
室
内
を
歩
い
て
い
る
。

良
い
友
達
に
恵
ま
れ
て
、
デ
イ

で
は
腕
を
組
ん
で
助
け
て
貰
っ

て
い
る
。 

　

俳 

句

曲
が
り
茄
子
遠
慮
し
な
が
ら
差
し
上
げ
る

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

休
耕
田
芒
の
原
と
化
し
て
を
り

�

倉
敷
市　

中
島
永
楽
会
西
老
人
ク
ラ
ブ　

山
本　

喜
久
恵

路
地
裏
の
地
蔵
に
も
供
ふ
彼
岸
餅

�

井
原
市　

西
江
原
第
三
福
寿
ク
ラ
ブ　

矢
田
貝　

静
子

初
夢
に
国
の
宝
を
鳥
運
ぶ

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

本
間　

慶
子

雷
や
蝉
も
緊
急
避
難
せ
り

�

津
山
市　

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

　

川 

柳

木
枯
ら
し
や
枯
葉
舞
い
散
り
冬
告
げ
る

�

真
庭
市　

久
世
老
人
ク
ラ
ブ　

長
尾　

道
子

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
き
た
か
大
ジ
ョ
ッ
キ

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

嫁
姑
孫
が
中
持
つハ
ー
モ
ニ
ー

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

平
位　
　

操

草
取
り
に
失
業
は
無
し
ま
ず
昼
寝

�
矢
掛
町　

中
川
福
寿
会　

髙
月　

し
げ
子

顔
ヨ
ガ
で
ブ
ス
も
美
人
に
若
返
り

�
矢
掛
町　

中
川
福
寿
会　

髙
月　

照
美

コ
ロ
ナ
禍
で
や
む
な
く
頼
む
親
に
金

�

井
原
市　

西
江
原
第
三
福
寿
ク
ラ
ブ　

矢
田
貝　

信
義

体
操
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
元
気
薬
�

津
山
市　

田
熊
さ
く
ら
会　

横
部　

美
津
江

七
草
粥
相
棒
ミ
シ
ン
に
向
か
う
念

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

本
間　

慶
子

朝
の
公
園
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
二
本
超
爽
快

�

倉
敷
市　

小
溝
絆
会　

大
橋　

八
十
子

篤
農
家
田
畑
の
荒
れ
を
嘆
く
墓

�

津
山
市　

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

熱
中
症
見
舞
い
久
々
の
友
つ
な
ぐ
糸

�

津
山
市　

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
勝
負
服
着
て
化
粧
し
て

�

津
山
市　

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

　

短 

歌

玄
関
に
花
を
生
け
た
ら
い
き
い
き
と

　

母
は
終
日
来
客
を
待
つ

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
手
に
し
た
メ
ダ
ル
の
栄
光
の

　

笑
顔
や
涙
胸
あ
つ
く
さ
れ

�

津
山
市　

綾
部
西
老
人
ク
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　131,492 人
■クラブ数
　　　2,474 クラブ

（令和3年3月末現在）

令和３年度
1月20日㈭ 若手委員会・加入促進委員会合同会議 きらめきプラザ

2月 8日㈫ＡＭ
ＰＭ

女性委員会総会 〃次世代育成支援リーダー養成講習会
2月18日㈮ 市町村老連事務担当者会議 〃
2月25日㈮ 市町村老連正・副会長会議 レスパール藤ケ鳴

3月18日㈮ＡＭ
ＰＭ

第２回理事会 きらめきプラザ
第２回評議員会 〃
第２回シルバー基金運営委員会 〃

3月24日㈭ＡＭ

ＰＭ

地域の元気づくり事業報告会
（健康づくり・介護予防） 〃

地域の元気づくり事業報告会
（次世代育成支援事業・シルバー基金助成） 〃

令和４年度
4月26日㈫ 健康づくり推進委員会 きらめきプラザ
5月26日㈭ 第１回理事会 〃

6月10日㈮ＡＭ
ＰＭ

定時評議員会 〃
第２回理事会 〃

6月16日㈭ 女性委員会総会 〃
7月 7日㈭

8日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 玉野市

県老連等の行事について

令和４年度（第47次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）
岡 山

きらめきプラザ
倉 敷

倉敷市芸文館
津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁総合
文化会館

９月 2日㈮ 6日㈫ 29日㈭ 14日㈬
10月 18日㈫ 4日㈫ 24日㈪ 7日㈮
11月 29日㈫ 4日㈮ 25日㈮ 16日㈬

※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。

令和４年度 高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）
岡 山 7月26日㈫ きらめきプラザ
津 山 8月 3日㈬ 津山市総合福祉会館
高 梁 8月25日㈭ 高梁総合文化会館
美 作 9月21日㈬ 湯郷地域交流センター
倉 敷 10月21日㈮ くらしき健康福祉プラザ

※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。

編 集 後 記

　新年、明けましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染が落ち着いた10月から、やっ
と事業を進めることができました。このままの状況で推移してく
れることを祈るばかりです。
　何もない日常がどれだけ有り難いか痛感しています。
　一日でも早く、皆で、元気に楽しく心配なく自由にクラブ活動
ができますように。
　本年もよろしくお願いいたします。

応募作品の一例

たくさんの折り紙作品
ありがとうございました

　令和３年６月から、おうちで楽しめる手作り作品として、折り紙作
品を募集しました。
　新型コロナウイルスの影響で外出の自粛が求められる中、会員の
皆様が自宅等で手軽に楽しめるものはないかと考え、募集したもの
です。
　その結果、これまでに多くの作品をお寄せいただきました。大変
な力作ぞろいです。楽天写真館に掲載しています。県老連ホームペー
ジの「お知らせ欄」「2021年9月14日 折り紙作品の共有サイト掲
載について」からアクセスして、是非ご覧ください。
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